
Ministry of Land, Infrastructure, Transport and Tourism

北川流域懇談会の運営について

国土交通省 近畿地方整備局
福井河川国道事務所

北川流域懇談会
（H26.1.21）
資料－５



1

河川整備計画の点検に関する記述

<北川水系河川整備計画 P4-16より抜粋>
進捗点検
本計画の目標である治水、利水、環境、歴史、地域連携、維持管理、危機

管理などの目標に対して事業の達成状況をモニタリングすることで、Plan
（計画）、Do（実施）、Check（点検・評価）、Action（処置・改善）のサ
イクルを考慮し、随時、進捗状況を点検して、必要に応じて見直しを行う。

Plan
（計画）

Check
（点検・評価）

Do
（実施）

Action
（処置・改善）

PDCAサイクルとは、
Plan（計画）→Do
（実施）→Check
（点検・評価）
→Action（処置・改
善）を繰り返しなが
ら、計画の継続的な
改善を図る進行管理
の手法で、流域懇談
会にご意見を伺うの
は、Check（点検・
評価）に対してです。

北川水系河川整備計画は、概ね30年間の具体的な河川整備に関する事項を
定めたものであり、流域の社会情勢の変化や地域の意向、河川整備の進捗状
況や進捗の見通し等を適切に反映できるよう、適宜その内容について点検を
行い、必要に応じて変更します。

PDCAサイクル



懇談会の進め方について

流域懇談会への意見聴取は、３年毎を１サイクルとする。各事業別の進捗点検結果を、
個表にとりまとめ、懇談会の事前に各委員の方に確認頂き、議論すべき点や疑問点など
の意見頂いたところを中心に懇談会を実施して意見を頂く。その頂いた意見をとりまと
め、今後の事業に反映する。

河川管理者は、その年度に実施した事業などを報告書としてとりまとめ、各委員の方
に持ち回りで説明をおこなう。必要に応じて、流域懇談会を開催し事業の実施状況につ
いて委員の方々からご意見を伺う。

※委員の方の時間がとれない場合は、電子メールやファックスで資料送付

【それ以外の年の事業実施報告】

【３年毎の詳細な進捗点検】

１サイクル
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1年目

第1四半期 第2四半期 第3四半期 第4四半期 第1四半期 第2四半期 第3四半期 第4四半期

実施状況報告
とりまとめ
＋

懇談会立ち上げ

昨年度の実施状
況報告をホーム
ページで公表

詳細な進捗点検
とりまとめ

現地視察
＋

事業実施を報告

事業の施策や進
捗状況の点検結
果について個別
に意見を述べて
いただく

2年目（事業実施報告＋懇談会立ち上げ） 3年目（毎年度の進捗点検）
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事業の施策や進捗
状況の点検結果に
ついて懇談会の中で
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詳細な進捗点検に関する構成（案）

※まとめに関しては、河川管理者が自ら実施する事業進捗点検により、目標の達成度を点検するため、できる限り
それらを数値化して評価できるように努める。この際、効率化の観点から、できる限り新たな調査は行わず、河川水
辺の国勢調査や定期縦横断など定期的に行っている調査結果や観測データ等を最大限活用する。
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（１）河川整備の現状と課題

（２）河川整備の目標に関する事項

（３）河川整備の実施に関する事項

毎年の進捗を同じ視点で評価するための「観点」と
進捗状況ができる限り具体的に示すことができる「指標」を記載する。

整備箇所や整備状況について、どこでどれだけ整備したかを記載する。
その際、地図や写真等を使い、わかりやすく表現する。

昨年度の事業において、それだけ進捗したかを記載する。
記載にあたっては、できる限り、達成度を数値化し、評価できるようにする。

その他 今後の事業進捗において、河川管理者が把握している課題等について記載する。

まとめ

河川整備計画
における
「課題」
「目標」
「実施」
について

河川整備計画の
本文を記載する。

北川水系河川整備計画の進捗状況の点検

進捗状況
（効果含む）

観点・指標



詳細な進捗点検に関する構成（記載例）

※この記載例はイメージ図なので、今後、変更になる場合がある。 4


